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研究要旨： 
  日本の認知症医療・ケア環境は、少子高齢化による人口構成の変化や、高齢化により複数疾病を持ち合わ 
せる認知症高齢者の増加によるケアサイクルの変化から、本来想定していた健康や支援の概念が医療モデル 
から生活モデルへ移行するなど大きな変化を与えている。 
 認知症高齢者の生活の質を重視したケア概念も、その時代の流れから疾病を治す医療を中心とした病院・施 
設から、認知症の方が暮らしている地域で医療支援を行うケアサイクルが中心となっており、特に、対象者の日 
常生活圏における実態を把握し、潜在的な課題を抽出と分析を行い、その地域社会の住民や医療福祉機関、 
介護サービス事業などあらゆる支援機関とケアの基本方針を決定・共有し、実施介入した結果を振り返って評 
価を行う「地域包括ケアシステム」が重要視されている。 
 この潮流は、日本では新オレンジプランに基づいた国の施策において浸透しつつあるが、認知症ケア体制が 
古くから構築されているイギリスにおいても国家戦略として早期に取り組んでいる。 
 本研究では、イギリスの認知症国家戦略として先進的に取り組んでいる Dementia Friendly Community（DFC） 
を中心とした Dementia Action Alliance について事例を提示することで、日本の認知症政策の今後の考え方や 
地域における認知症ケア支援体制の一助となることを目的とする。 
 

A．研究目的 
日本の認知症医療・ケア環境は、少子高齢化に

よる人口構成の変化や、高齢化により複数疾病を
持ち合わせる認知症高齢者の増加によるケアサイ
クルの変化から、本来想定していた健康や支援の
概念が医療モデルから生活モデルへ移行するなど
大きな変化を与えている。 

認知症高齢者の生活の質を重視したケア概念も、
その時代の流れから疾病を治す医療を中心とした
病院・施設から、認知症の方が暮らしている地域で
医療支援を行うケアサイクルが中心となっており、
特に、対象者の日常生活圏における実態を把握し、
潜在的な課題を抽出と分析を行い、その地域社会
の住民や医療福祉機関、介護サービス事業などあ
らゆる支援機関とケアの基本方針を決定・共有し、
実施介入した結果を振り返って評価を行う「地域包
括ケアシステム」が重要視されている。 

この潮流は、日本では新オレンジプランに基づ
いた国の施策において浸透しつつあるが、認知症
ケア体制が古くから構築されているイギリスにおい
ても国家戦略として早期に取り組んでいる。 

本研究では、イギリスの認知症国家戦略として先

進的に取り組んでいる Dementia Friendly 
Community（DFC）を中心とした Dementia Action 
Alliance について事例を提示することで、日本の認
知症政策の今後の考え方や地域における認知症
ケア支援体制の一助となることを目的とする。 
 

B．研究方法 
【対象・方法】 

イギリスで Dementia Action Alliance に取り組ん
でいる、プリマス市およびヨークシャー州。 
地域の人口構成や認知症者の占める割合、認知
症施策や支援体制など組織の特徴について提示
する。 
 
（倫理面への配慮） 

本研究では個人情報を消去し、すべて記号・数
値に置き換え、万一情報流出が起こった場合にも、
個人が特定されない形でのみ、処理をおこなう配慮
をした。 

 

C．研究結果（別図１） 
スライド図を参照。 



 

 

 

D．考察 
 スライド図を参照。 
 

E．結論 
 スライド図を参照。 
 

F．健康危険情報 
 なし 

G．研究発表 

1．論文発表 

1)堀田聰子. 人間的で持続可能なケアと地域づくり

に向けた移行：オランダを手がかりに. Geriatric 
Medicine 54（6）;569-573,2016年 
2）堀田聰子. 統合ケアを指向した新たな地域包括
ケアステーションに関する研究. 厚生労働科学研究
費補助金地域医療基盤開発推進研究事業「統合
ケアを指向した新たな地域包括ケアステーションに
関する研究（研究代表者 堀田聰子）平成27年度 
総括・分担研究報告書」,1-4, 2016 
3）堀田聰子. オランダの地域包括ケア・ビュートゾ
ルフとトランジション. 厚生労働科学研究費補助金
地域医療基盤開発推進研究事業「統合ケアを指向
した新たな地域包括ケアステーションに関する研究
（研究代表者 堀田聰子）平成27年度 総括・分担
研究報告書」，5-23, 2016  

2．学会発表 
なし  
 

H．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

 

1．特許取得 

なし 

2．実用新案登録 

なし 

3．その他 

なし 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


